
交通事故や傷害事件等で第三者（加害者）によってけがをした場
合でも、国保を使って治療を受けることができます。その場合、
かかった医療費は国保が一時的に立て替え、あとで加害者に請求
します。

警察に届け出る 国保に届け出る

警察で「事故証明書」を受け
とったら、必ず国保の窓口へ
「第三者行為による傷病届」
を提出してください。

示談は慎重に

加害者との示談が成立すると、示談の内容が優先され国保から加
害者に請求できなくなる場合があります。またすでに加害者から
治療費を受け取ってい
るときは、国保を使う
ことはできません。
示談の前に必ず国保に
届け出をするようにし
てください。

高高額額療療養養費費制制度度
病気やけがでお医者さんにかかり、医療費を同じ月内に一定額以上
負担したとき、基準額（自己負担限度額）を超えた分が申請により
支給されます。
これを『高額療養費制度』といいます。
高額療養費の自己負担限度額は、年齢や所得によって異なります。
年齢では、「70歳未満の人」と「70歳以上75歳未満の人」で分け
られています。

70歳未満の人の場合

限度額適用認定証等の交付
事前に市町村に申請し、「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯の
人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）の交付を受ければ、
窓口での支払いは自己負担限度額までとなります。
自己負担限度額（月額）

所 得 区 分 自己負担限度額（月額）

ア 基礎控除後の所得
901万円超

イ 基礎控除後の所得
600万円～901万円以下

ウ 基礎控除後の所得
210万円～600万円以下

エ 基礎控除後の所得
210万円以下

帯世税課非税民住オ

高額療養費制度

交通事故等にあったとき

交通事故等にあったら、すぐ
に警察に届け「事故証明書」
を受け取ります。

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
［140,100円］※

※
167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

［93,000円］

※［44,400円］

※

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

35,400円［24,600円］

57,600円［44,400円］

※

※［ ］内の金額は多数該当（直近1年（12か月）の間に3回以上
高額療養費の支給を受け4回目以降の支給に該当）の場合。

※窓口での提出が不要な場合もあります。（p2④参照）


